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第 54回全国ホタル研究会

北海道日高大会に寄せて

全国ホ タル研 究会

会長 :嬉磨 正秀

この度、第 54回全国ホタル研究大会が、北海道日高町において全国の会員ならびに地

域のみなさまの参力日により開催 されますことを心よりお祝い申し上げます。まだまだコ

ロナウィルス禍の不安が残る状態ではありますが、みなさまのご協力のもと、全国大会

を開催することができました。

昭和 43(1968)年 に始まりましたこの全国ホタル研究会の歴史は半世紀を超え、平成

30(2018)年の第 51回大会は日本最北の北海道稚内で、平成 31(2019)年の第 52回大

会は最南とも言える沖縄県久米島で開かれました。今回は昨年の近畿地方に次いで、北

海道での大会 となります。北海道では平成 9(1997)年の恵庭大会と上記の稚内大会の

後、今回で 3回 目の開催となります。

北海道日高町日高地区は、清流・沙流川の源流部を有する日高山脈襟裳国定公園内に

位置し、豊かな自然を利用してさまざまな自然教育活動に取り組まれていると聞いてい

ます。また、沙流り|1河口部の日高町門別地区では沙流り|1支流オコタン川においてホタル

保全活動が行われ、そこから郷土芸能 「蛍太鼓」が生まれたそうです。今回は、その郷

士芸能の伝承に取り糸且まれている青少年の方々による演奏を楽しませていただき、さら

にホタルの光も楽しませていただけることを楽しみとしております。

北海道での生き物の季節は全般に遅く、ホタルの発生も例外ではありません。本州よ

り南ではもうホタルの姿も減っている季節ですが、北海道でのこの季節と情景を楽しみ

ながら、私たちの暮らしの身近な場所で飛び回るホタルやさまざまな生き物たちのこと、

それらの情景により豊かな心身を育むことができるような環境について語 り合い、本大

会が、多くの方々の今後の活動に有益な場となることを願っています。
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第 54回全国ホタル研究会

北海道日高大会開催挨拶

日高地域漕性化協議会

会長 大野 正夫

全国各地から、遠い北国の地 「日高」にお越し頂きありがとうございます。主管団体の

代表者として一言ご挨拶申し上げます。

ホタルと言いますと野坂昭如が書いた「火垂るの墓」を想います。戦争で父を、B29
の爆撃で母を亡くした 2人の兄妹、清太 14歳と妹の節子 4歳の話です。空襲で家を焼か

れ、親戚の家に身を寄せるのですが、食糧不足のなか居づらくなり壕に棲むことになりま

す。ある夜、いつせいに飛び立つ何百ものホタノLそ の美しい光が蚊帳の中一杯に広がり

二人を包みました。朝になるとホタルはみんな死んでいました。節子はそれを集めて土に

/ヽ 埋めて言いました、「これ、お墓やねん、お母ちゃんも入つてんねやろ。」食べるものが無

くなり、清太がなけなしのお金をはたいて買ってきたドロップをなめながら節子は目を閉

じてしまうのです。

なんとも拶い話ですが、何より今も世界では戦争が続いていますが、戦争の被害者は生

きる力の無い子どもたちであると思いまり。

さて、この日高町は豊かな自然、生態系が残されているところです。開拓以降、林業が

盛んとなり原生林が伐採されてきま tノたが、植林されたり、森林が復活したり、と自然が

戻つてきました。日高山脈の核心部には、今も原生林が残っています。

私は、 12年前に大阪から日高に移住 して以来、自然観察を続けています。雪解けと共

に福寿草、水芭蕉、ソラチコザクラなどが咲き、今はエゾノハナショウブが咲いています。

清流、沙流川にはカジカ、オショロコマが棲んでいます。エゾライチョウ、クマタカ、オ

ジロワシ、オニグルミの好きなエゾリスなどがおり、エゾユキウサギは町の中で子育てを

しています。ヘイケボタルは採草地の脇の水路で観察することが出来ます。

本大会では、研究成果の発表や各地での保存活動を交流され、研究大会が実りあるもの

になることを願つております。

私ども主管団体は、参加者の皆様が,心地よく参加できるよう努力する所存です。
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第 54回全国ホタル研究会

ユヒ海道日高大会歓迎挨拶

日高町長 大鷹 千秋

第 54回全国ホタル研究会北海道日高大会が開催されますことをお喜び申し上げますとと

もに、皆様を心より歓迎いたします。

私達のまち日高町は、日高地方の西部に位置し、間に平取町を挟んだ「飛び地」になって

おり、日高地区から門別地区に流れる「沙流川」の源流から河口にかけて構成されています。

沙流川は、過去 10年間で国土交通省の全国一級河川の水質現況調査で 7国も水質が最も良

好な河川に選ばれており、この清らかな水は多くの農産物を育むと共に、ししゃも漁が古く

から行われ、近年は上流部でラフティングやキャニオニングなど水に親しむスポーツのメッ

カになっています。

沙流川下流の支流としてオヨタン川があります。オコタンとは、アイヌ語で「河口に人家

のある叢原」という意味で、市街地の際にある湿地帯となっており、昔からホタルが生息し

ておりました。

2001年に結成された特定非営利法人「沙洵 |1愛クラブ」では、沙湖 ||でのニホンウナ

ギの生息調査やオコタン川の保全とホタル鑑賞会を毎年、開催していただいており、今回の

研究会でも、「沙流川愛クラブ」の方々によるオコタン川にあるホタル保全地の見学が予定

されています。

オコタン川のホタル生息地保全活動から生まれたのが門別地区の伝統芸能「蛍太鼓」です。

清流に生を落とした幼虫が、やがて成虫となり夏の夜空を乱舞するホタルを表現した代表曲

の「蛍太鼓」などを歓迎式で演奏いただくことになっております。

二日目の会場となる国立日高青少年自然の家は、全国6番目の施設として 1982年に開

館した野外教育活動の拠点施設です。自然の家は北海道の尾根である日高山脈の麓に位置し

ています。日高山脈は現在、日本最大規模の「日高山脈襟裳国定公園Jに指定されておりま

すが、来年度、指定区域が拡大されて、大雪山国立公園に次ぐ面積を有する国内35番目の

国立公園に指定される見込です。           '
このようにホタル保全活動や野外教育活rJJが行われてきた本町において、北海道日高大会

が開催され、全国からホタルの研究や保全活動に取り組まれてきた方々が一堂に会し、ホタ

ルに関する研修や意見交換、情報交換が行われることは意義深いことであり、本大会を通じ

て、改めて本町における自然環境、の理解が深まるものと期待しておりまうち

結びに本大会の開催にご尽力いただきました皆様に深く敬意を表しますとともに、大会の

ご成功と研究会のますますのご発展を祈念いたしまして、挨拶とさせていただきます。
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17ロ グ ラ ム】

※場所の「国少」とは「国立日高青少年自然の家」の略
日 日〈テ 内  容 場  所

【1日目】

7月 14日 (金 )

12:35 日高町行き町営バス発 占冠駅前
13:30-14:30 参カロ者受付 国少玄関ホール

13:30-14:30 全国ホタル研究会理事会 巨ヨリ>オリエンテーション宣ご

15:00-16130 移動 (専用バス)

①国少出発便

②高原荘 。松屋旅館出発便

国少玄関前発

ひだか高原荘発・

松屋旅館経由

17:00-18:00 歓迎式

歓迎ア トラクション

「蛍太鼓演奏会」

門別総合町民

センター 2階
(会場人 口で

弁当配布 )

18:15 専用バス乗車 (乗車前にトイン) 町民セ ンター前

18:20-19:30 ホタル保全活動地見学 オコタンリ||

19:30-21:00 移動 (専用バス)

①国少直行便

②高原荘。松屋旅館便

オコタンリ|1入 口発

国少玄関前着

松屋旅館経由・

ひだか高原荘着
21:00-21:30 入浴 (国少宿泊者限定 ) 男性 わかばの湯

女性 もみ じの湯

【2日目】

7月 15日 (土 )

7:30- 9:00 朝食 (国少宿泊者限定 ) 国少 レス トラン

9:00-10:00 全国ホタル研究会総会 国少サンゴの家

10:15´V12:00 特別講演 「ホタルの水 人の水」

遊磨正秀会長 (理学博士)

会員発表 (道外 より)

12:00′^V13:00 昼食 国少 レス トラン

13:00-16:00 北海道地区活動発表

シンポジウム

「里山の生態系とホタル J,

国少サンゴの家

17:00′
―V18:30 ひだから (日 高の宝)夕食会 国少ク

゛
リーンホール

18:30-20130 ひだから交流会 (キャンフ
゜
ファイヤー)

※雨天時は夕食会場で実施

国少 A営火場

20:30-21:30 入浴 (国少宿泊者限定 )

※他の時間は入浴不可

男性 わかばの湯

女性 もみ じの湯

【3日目】

7月 16日 (日 )

7:30- 9:00 朝食 (国少宿泊者限定 ) 国少 レス トラン

8:45 占冠駅行き町営バス発 日高総合支所前
9:00-12:00 体験プ ログラム参加 日高地区各所

12:00′―V13:30 昼食 国少 レス トラン

14:05 占冠駅行き町営バス発 日高総合支所前

雄



(司会進行 日高地域活性化協議会 鈴木 宏紀 さん )

歓迎式・歓迎フトラクション

主催者挨拶

主管団体挨拶

歓迎挨拶

来賓者紹介

歓迎ア トラクション (蛍太鼓演奏会)

蛍太鼓とは

全国ホタル研究会

日高地域活性化協議会

日高町長

遊磨 正秀会長

大野 正大会長

大鷹 千秋 様

1979年、いづくりの一環として、ホタルの育成を

試み、沙流川支流のオコタン川に幼虫のえさとなる

カフニナを約 10年放流し続け、1989年に初めて

数十匹のホタルを確認したことから、同年子ども

たちの健全育成を兼ね、蛍太鼓が結成されました。

現在は子どもだけではなく大人を含めて 20

ほどのメンバーで日々練習に励まれ、地元の祭や

イベン トをはじめ道内各地のイベントに出演する

など演奏活動を続けておられます。
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NPO法人沙流川愛クラブ会員

ホタrL保全活動地見学

同日には、町民向けのホタル鑑賞会も開催されますが、保全活動を行つているNPO法

人沙流川愛クラブでは、ホタル数の減少等保全活動についての悩みをお持ちとのことで

すので、今回は鑑賞ではなく、現地をみながら保全活動についての意見交換を主に行つ

ていただきたいと思います。

観時 今和 6年 7月 i4鐵 lサ :30～

場所 日高町富
"難

責由9o5_:'19″再I」:蒸I轟
~

日高寺裏駐車場      :[1__lli翌
[́三ノー='

関係者等は:8120噸から現地liい ます:ので、ご案内します。

共催 日高町教育委員会

11彎br l‐

★MAP★

♂

由典 :g●●gi● MAp

主催 NPO法人 沙流川愛クラブ
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(司会進行 全国ホタル研究会 中山 歳喜事務局長 )

(司会進行 全国ホタル研究会 中山 歳喜事務局長 )

①ゲンジボタルの養殖には湧水が最適

②長野県におけるヒメボタル雄の体サイズの特徴と分布

。  井口 豊 (長野県)

千葉 豊 (岐阜県)

7

特需u講演「ホタrじの水 ムの水」

遊磨 正秀会長 (理学博士)

会員発表 (道タト会員よιI)
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(司 会進行 全国ホタル研究会 中山 歳喜事務局長 )

①富良野市におけるホタルの生息状況および観察会の変遷
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(司会進行 全国ホタル研究会 中山 歳喜事務局長)

座長 遊磨 正秀会長 (理学博士)

(登壇)

富良野の自然に親しむ会 井口 和信

栗山町ハサンベツ里山計画地実行委委員会 高橋 慎

NPO法人沙流川愛クラブ 平村 徹郎

ハイル あヽ真れ代

雄 Fにみ0
ンソ=典‐久しL

シンポジウム「里山の生態系こホタrι」
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(司会進行  全国ホタル研究会 中山 歳喜事務局長 )

「ひだから (日高の菫)J夕食会

歓迎挨拶 日高町議会 神保 一哉議長

歓談・交流

次国大会大会旗引継式

(司会進行  全国ホタル研究会 中山 歳喜事務局長)

「ひだから (日高の宝)」 交流会
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第54回全国ホタル研究倉16海運日高人盆

参加者氏名 参加者自治体名 宿泊先 門別地区往復バス 自然の家宿泊・食事 7/14夕 弁当 7/15夕食会 7/16交 流徐

1 松葉 明子 大分県中津市 自然の家A41 自然の家便 7/14-16朝 ○ 0 ○

諌山 智子 大分県中津市 自然の家A4-l 自然の家便 7/14-16朝 ○ ○ ○

3 幸島 萌子 大分県中津市 自然の家A4-1 7/15昼-16朝 ○ ○

松葉 俊典 大分県中津市 自然の家A3-3 7/15昼-16朝 ○ ○

5 松葉 和則 大分県中津市 自然の家A33 7/15昼-16朝 ○ ○

6 中山 歳喜 北九州市若松区 自然の家A3-3 自然の家便 7/14-16朝 ○ ○ ○

7 磯部 貴 文 山口県山口市 別途宿泊 高原荘・松屋旅館便 7/15昼 ○ ○ ○

8 宮地 政幸 大阪市旭区 自然の家01→A3-1 自然の家便 7/13タ ー16昼 ○ 0 ○

9 楠神 健 大阪市旭区 自然の家Dl→ A3-1 自然の家便 7/13-16昼 ○ ○ ○

兼岡 弘志 京都市伏見区 別途宿泊 7/15昼 ○ ○

遊磨 正秀 滋賀県草津市 自然の家A3-3 自然の家便 7/14-16朝 ○ ○ ○

2 並河 聡 滋賀県守山市 自然の家Dl→ A3-2 自然の家便 7/13ター16朝 ○ ○ ○

3 加村 賀勇 滋賀県守山市 自然の家Dl→ A3-2 自然の家便 7/13タ ー16朝 ○ ○ ○

4 千葉 豊 岐阜県大垣市 ひだか高原荘 高原荘・松屋旅館便 7/15昼 ○ ○ ○

5 高見 明宏 名古屋市名東区 別途宿泊 高原襄・松屋旅館便 7/15昼 7/16昼 ○ 0

榊原 薫 愛知県半田市 ひだか高原荘 高原荘・松屋旅館便 7/15昼 ○ ○ ○

榊原 和子 愛知県半爾市 ひだか高原荘 高原荘 `松屋旅館使 7/15昼 ○ ○ ○

原田 ちよ子 愛知県碧南市 松屋旅館 高原荘・松屋旅館便 7/15昼 〇 ○ ○

構原 あや子 愛知県碧南市 松屋旅館 高原荘・松屋旅館便 ○

澤田 多鶴子 愛知県碧南市 松屋旅館 高原荘 ,松屋旅館使 ○

國松 きみ子 愛知県碧南市 松屋旅館 高原荘・松屋旅館便 ○

杉浦 惇 愛知県碧南市 松屋旅館 高原荘・松屋旅館便 ○

新村 光秀 石川県金沢市 ひだか高原荘 高原荘・松屋旅館便 7/15昼 ○ ○

新村 千鶴子 石川県金沢市 ひだか高原寝 高原荘・松屋旅館便 7/15昼 ○ O

蒲田 政彦 富山県富山市 自然の家Dl→A3-2 自然の家便 7/13タ ー16昼 ○ O ○

井El 豊 長野県岡谷市 lll途宿泊

篠宮 良夫 埼玉県草加市 ひだか高原荘 高原荘・松屋旅館便 7/15昼  7/16昼 ○ O O

牧 はるみ 札幌市中央区 ひだか高原荘 高原荘・松屋旅館便

西脇 昭夫 江別市 自然の家A3-5 自然の家便 7/1■ 16昼 ○ O ○

西脇 洋子 江別市 自然の家A4-1 自然の家便 7/14-16[ζ ○ ○ ○

高橋 慎 栗山町 自然の家A31 自然の家便 7/14-15昼 ○

井口 和信 奮良野市 日り最り 7/15昼

坂本 征文 旭川市 日帰り 自然の家便 ○

阿部 勇 稚内市 自然の家A3-4 自然の家便 7/14-16朝 ○ ○ ○

門馬 勝彦 稚内市 自然の家A3-4 自然の家便 7/14-16朝 ○ ○ ○

大 田 和夫 稚内市 別途宿泊 高原荘・松屋旅館便 ○ ○ ○

関屋 敏隆 稚内市 自然の家A3■ 自然の家便 7/14-16朝 ○ ○ O

梅村 俊 範 稚内市 自然の家A35 自然の家便 フ/14-16朝 ○ ○ ○

石原 幸 ― 稚内市 自然の家A3-5 7/14-16朝 ○ ○

梅村 恭子 稚内市 自然の家A4-1 自然の家便 7/14-16朝 ○ O ○

石原 躍子 稚内市 自然の家A4-1 7/1■ 16朝 O O

佐々木 史江 帯広市 ひだか高原荘 高原荘・松屋旅館便 5昼 ○ ○ ○

梶川 博子 帯広市 ひだか高原荘 高原荘・松屋旅館便 7/15昼 ○ O ○

平村 徹郎 平取町 (沙流川愛クラブ) 日帰り 5昼

工藤 正史 日高町 (沙流力1愛 クラプ) 日帰り 5昼 ○

沙流メ::愛 クラブ 日帰 リ 5昼

沙流川愛クラブ 日帰り 7/15昼

沙流り11愛クラブ 日帰り 7/15昼

神保 ―哉 日高町 日,需 り O ○ ○

大野 正夫 日帰 り 高原荘・松屋旅館便 7/15昼 ○ 0 ○

鈴木 宏紀 日高町 (日 高地域活性 1と 協議会) 霧帰 り (先発別便) ○ 0 ○

横山 敏雄 目柱町 (日 高地域活性 1ヒ 協議会) 曰籠 リ ○ ○

金澤 菜美子 日商町 (日 高地域活性 {ヒ協議会) 日帰り ○ ○

稲垣 悦夫 日高
"r(口

商地域活r■ 化協議会) 自然の家Dl→A3■ 自然の家便 7/13-16昼 O ○ ○

高橋 健 日高年 (日 高地域活ll化 協議会) 自然の家Dl→ A3-1 自然の家便 7/13-16昼 ○ ○ ○

轟山 公妥 目嵩
"r(日

高饉域活性 {ヒ 協総会 ) 日帰り ○ ○

上戸 寿也 日高口r(H高 地域活tLIヒ 協織会) 曰J轟 り 高原荘・松屋旅館便 7/15昼 ○ ○ ○

小野寺 孝 H176口r(日 高地域活性 (と 協議会 ) 日J帯 り (先発別便) ○

竹内 雅行 日高口r〈 障海地域活性化協鐘会) 日帰り (先発別便) ○
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【日高町日高地区 (富岡)】

宿泊・講演・活動発表・交流

(国立日高青少年自然の家等)

験プログラム

(沙流III周遍等)
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占冠駅⇔日高町営バス

または自家用車

むかわ町

レンタカー

平取町

専用バスで移動

【日高mT門別地区 (富‖)】

歓迎式・歓迎アトラクシヨン(螢太鼓演奏会)

(Fヨ 別総合町民センター)

ホタル保全活動見学地

(オコタン川)‖PO法人沙流l:I愛クラブご案内
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ヘイケホタルめ! およそ んだよ。その犠 婦審に見てみましょう。

菫、票通のコケなどに産み付けられた卵は、ふイLし て覇費になるんだよ.

槻 はすぐに水の中に入り、カリニナなどの資を食べて露嶺してゆき、夏 '秋・冬と二つ

の黎節書すごすんだ。
春、熾響した場雪は水の申からはい上がり、土の中にrまゆJをつくって「さなざ」にな

るんだよ。

餞職にF■・る準幡をしているんだね。そして、夏、さなざから「う化」した踏菫は、水だけ

をのんで聖買鶴くらいくらし、その簡
ド
に籍難して軍を建んで富い里笙を患わるんだ。
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ホタル観賞のマ十一

◇ ホタルはとってはいけません。

◇ カメラや携帯のフラツシュ撮影はしないでください。

◇ 身体にとまったホダルは、草むらに放 してあげて〈ださい。

◇ 犠中電灯で照 らすのは足元だけ。ホタルを照らさないでください。

◇ ロープか ら中には人らないてください。

ヨ1用 ボ PO法人妙締J!愛クラブ rホタル鑑賞会案内」より

第54回全国小タル研究会北海道日高人会主管 日高地域活性化協議会担当作成

(事務担当 高橋 健  沙流郡日高町本町東2-108-9)


